家庭礼拝　2011年12月7日　マルコ2章18－3章6　新旧の対立
　賛美歌2４１　来たり給えわれらの主よ　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌２47　今こそ声上げ
起

先週の箇所で、イエス様が、あなたの罪は許される、といった時に、イエス様が律法学者たちの危険人物のブラックリストに入れられたとすれば、今日の箇所は完全に敵対する関係であることがあらわになった場面と言えます。今日の箇所は、新しい教えと、古い教えが激しくぶつかり合っている箇所なのです。そしてその中で、新旧の断絶の溝が決定的に深まっていくところなのです。
古い教えと、新しい教えの根本的に異なることは何なのでしょうか。表面的には古い教えは、律法を守らなければならないという教えであり、新しい教えは、律法よりも隣人を大切にしなさいという教えです。ですが、もっと深いところでは律法学者は、なぜ律法が与えられたかを理解しないで、神様の御心を大切にすることもなく、人々の心を大切にすることもなく、ただ、人の作った細かい律法を守ることが、一番大切だとしていたのです。それは、その律法を守らないと死さえも与えられるという激しいものでした。その律法を知識としてよく知っているものが学者として振舞うことが出来、その律法どおりに歩むことが義人として尊敬される道だと思っていたのです。
もともと、律法が作られたのは、人間を大切にするからなのです。人をいつくしむ思いから、人としての歩むべき道を神様は人に示されたはずなのです。ところが年月を経て、目的と手段とが反対になってしまったのです。考えの浅いところでは良く起こることです。人を大切にするという目的のために律法と言う手段を与えられたのに、その守るべき手段が目的になって、人はそれに従わなければ罰せられるということになってしまったのです。本末転倒になってしまったのです。
イエス様は、そのことを深く嘆き悲しまれて、本来あるべき姿に戻そうとしたのです。神様を愛しなさい、隣人を愛しなさい。それが本来の律法の心である。その後に作られた細かい律法の掟はみな人が作り出したもので、神様のものではない。そのようなものは、人を優先させなくてはならない状況では、守らなくても良いものである。もともと人が幸せになるために律法があるのだから、と言う様な考えでイエス様は行っていたのです。
ですが、我慢が出来なくなってきたのは律法学者たちです。イエス様の言ったとおりだとすれば、自分たちの立場はすっかりなくなってしまうからです。学者は学者でなくなり、義人は義人でなくなるのです。律法を教えて生活していた人たちの収入の道もなくなるのです。こうして、律法学者たちと、イエス様の溝が決定的に深くなるのが今日の箇所であるといって良いのではないでしょうか。
承

今日の聖書の箇所では、最初に、断食についての問答、次に安息日に麦の穂を摘むことについて、最後に安息日に人を癒すことについてと、律法に関係する出来事が3つ続けて出てきます。いわゆる論争物語と言われる箇所です。断食をすることと安息日を守ることは、従来のユダヤ教を信じる人々にとっては毎日礼拝することと同様に最重要のことでした。断食は必ずしも誰でもがしなければならないものではありませんでしたが、最低年二回はしなければなりませんでした。多い人は週に二回月曜日と木曜日にする慣わしでした。断食といっても丸一日断食するわけではなく朝の6時から夕方の6時までの12時間を断食し、その後は食事をしていいのです。ですが、断食は、敬虔さを表す指標として用いられて、断食しているものはやつれたみすぼらしい格好をして、さも私は断食していますと、見せびらかすような行為が多くあったようです。
安息日は原則的に仕事は一切せずに、心を神様に向けて礼拝することを旨としていました。そこで仕事とはどの範囲までをいうかについて律法学者たちはいろいろと細かい規則を作っていたのです。当然そこには、刈入れをしてはいけないとか、医療行為をしてはいけないとかいろいろあったようです。

そこで、今日の聖書の出来事となります。2章の18節です。

マコ 2:18　ヨハネの弟子たちとファリサイ派の人々は、断食していた。そこで、人々はイエスのところに来て言った。「ヨハネの弟子たちとファリサイ派の弟子たちは断食しているのに、なぜ、あなたの弟子たちは断食しないのですか。」

　イエス様たち一行が人々から言われたのは、あなたたちはなぜ断食をしないのか、ということでした。人々から尊敬されるべき立場の人は、率先して断食をするべきではないのかというのです。そしてそこに引き合いに出されたのは、ヨハネの弟子たちとファリサイ派の弟子たちです。ヨハネの弟子たちが、ファリサイ派と一緒に引き合いに出されるのはとても珍しいことなのですがどうしてでしょうか。その時確かにヨハネの弟子たちは断食していたのです。それには理由があったのです。先生であるヨハネが捕らえられ殺されるかもしれないという状況の中で、断食をし、祈っていたのだと思います。ファリサイ派の人々の思いとは違うのです。ファリサイ派の人々はより多くの尊敬を得るためだけに断食をしていたのです。もしかすると、イエス様たちも、ヨハネの仲間だと思われていて、どうして他の弟子たちは悲しんで断食しているのに、あなたたちはしないのかといったのかもしれません。それに対するイエス様の答えはこうでした。19節と20節です。
マコ 2:19　イエスは言われた。「花婿が一緒にいるのに、婚礼の客は断食できるだろうか。花婿が一緒にいるかぎり、断食はできない。

マコ 2:20　しかし、花婿が奪い取られる時が来る。その日には、彼らは断食することになる。
イエス様の答えは、花婿が一緒にいるのに、婚礼の客は断食できるだろうか。ということでした。当時の婚礼のときと言うのは日常の地味な生活の中で一番の楽しいとき、喜びのときでした。知り合いや親族が招かれて、何日間かその婚礼のお祝いをしたのです。その日が安息日にかかっても、婚礼のときだけは断食をすることを免れたのです。イエス様は、今このときを、その婚礼になぞらえたのです。今は悲しんでいるときではない、断食するようなときではない。それは喜びのときである。神の福音が述べ伝えられるときである。というのがイエス様の基本的な考えでした。ですが、花婿が奪い取られる時が来る。その日には、彼らは断食することになる。と言いました。イエス様は、その日が来るのを、もうこの時点で感じられていたのです。ヨハネが奪い取られて、ヨハネの弟子たちが断食したように、イエス様が奪い取られて、イエス様の弟子たちも断食するようになるだろうといったのです。そして突然、あの良く知られた古い皮袋の話をし始めたのです。ですが、この断食の問答とこの古い皮袋の話は直接には繋がらないのです。そこにはこの断食の話をしたときの、その人々の反応があったのだと思います。その反応を見てイエス様は、このように言ったのだと思います。21節と22節です。
マコ 2:21　だれも、織りたての布から布切れを取って、古い服に継ぎを当てたりはしない。そんなことをすれば、新しい布切れが古い服を引き裂き、破れはいっそうひどくなる。

マコ 2:22　また、だれも、新しいぶどう酒を古い革袋に入れたりはしない。そんなことをすれば、ぶどう酒は革袋を破り、ぶどう酒も革袋もだめになる。新しいぶどう酒は、新しい革袋に入れるものだ。」

　このたとえでは、古いものは新しいものを受け入れることが出来ないことをあらわしています。新しいものは強くて、変化していく過程にあり、古いものは固くなり弱くなり、変化についていくことが出来ないことを言っています。織り立ての布は水にぬれたりすると縮みます。新しいので強く、古い服を引き裂いてしまいます。これは新しい教えは状況により変化する教えなので、律法の固定観念を持った人には、ついていくことが出来ずに、自分自身を引き裂いてしまう。と言うことを言っています。同じように、古い皮袋は伸び切って柔軟性がなくなっているので、そこに新しいぶどう酒を入れると、発生するガスにより古い皮袋を破いてしまいます。すなわち、古い固定観念を持った人には、新しい柔軟な教えは受け入れられず、その心を引き裂いてしまうと言うことを言っています。
どうしてイエス様がこのたとえを言ったかと言うと、イエス様の断食をしない理由を聞いて、その言葉を律法的に見て受け入れられないと言う人と、喜んで受け入れた人々がいたからだと思います。すなわちイエス様が言いたかったのは、大切なのは律法のように固定した考えを守っていくことではなく、人間を大切にするならば、必要なことはそのときの状況によって変わってくるのだから、文字に縛られた、固定的な考え方をしてはいけない。人間そのものを大切にして、臨機応変に愛を行いなさいと言うことを言っているのだと思います。
転
また律法に関する別の出来事がありました。安息日のことについてです。22節と23節です。
マコ 2:23　ある安息日に、イエスが麦畑を通って行かれると、弟子たちは歩きながら麦の穂を摘み始めた。

マコ 2:24　ファリサイ派の人々がイエスに、「御覧なさい。なぜ、彼らは安息日にしてはならないことをするのか」と言った。

このようなことが書かれています。麦の穂を摘むことがなぜ安息日にしてはならないことかと言うと、それは麦の穂を摘むことは収穫の作業であり、それを揉んで籾殻をとるのは脱穀の作業だからです。これが安息日でなければ聖書でも許されていることですが、安息日は仕事をしてはならないから、してはいけない事なのだというのです。律法がだんだん形骸化して、なぜ、こんなことまでと言うような規則を作ってしまうのです。ファリサイ派の人々は、完全に、なぜそれをしてはならないのかを、思い起こすことが出来なくなっていたわけです。私たちでも同じようなことをしているかもしれません。毎週礼拝は、守らなければならない。十一献金はしなければならない。奉仕はしなければならない。祈りを毎日ささげなければならない、など、そうしなければならないと言うことが第一のことになって、なぜそのようにしているのかがわからなくなっていることもあるわけです。そして本来は人を救うために行うはずのことが、かえって人を苦しめる結果にしかなっていないことがあるのです。それに対してイエス様はこういいました。25節から28節です。
マコ 2:25　イエスは言われた。「ダビデが、自分も供の者たちも、食べ物がなくて空腹だったときに何をしたか、一度も読んだことがないのか。

マコ 2:26　アビアタルが大祭司であったとき、ダビデは神の家に入り、祭司のほかにはだれも食べてはならない供えのパンを食べ、一緒にいた者たちにも与えたではないか。」

マコ 2:27　そして更に言われた。「安息日は、人のために定められた。人が安息日のためにあるのではない。

マコ 2:28　だから、人の子は安息日の主でもある。」

イエス様はダビデの話を引き合いに出して、人が困っているならば、人の必要は律法に勝ることを言ったのです。そして、「安息日は、人のために定められた。人が安息日のためにあるのではない。だから、人の子は安息日の主でもある。」と言いました。ある意味で、律法学者もイエス様も神様を大切にすると言う意味では同じなのです。ですが、律法学者たちは、神様を大切にするならば、律法を守りなさいと言う、律法第一主義なのです。それに比べ、イエス様は、神様を愛するならば、隣人をも愛しなさい、と言う愛すること第一主義なのです。この考え方は、古い皮袋の律法学者には受け入れることの出来ない教えだったのです。
もうひとつ、安息日の出来事がありました。それは会堂で起こりました。３章1節と2節です。
マコ 3:1　イエスはまた会堂にお入りになった。そこに片手の萎えた人がいた。

マコ 3:2　人々はイエスを訴えようと思って、安息日にこの人の病気をいやされるかどうか、注目していた。
イエス様が安息日に会堂にお入りになると、そこに片手のなえた人がいました。私はこれが、偶然そこに片手のなえた人がいたとか、イエス様に直してもらおうと先回りしていたという風には思えません。この片手のなえた人は、イエス様に必死になって癒しを願っている様子がないのです。むしろこの人は、イエス様に反対する人々に連れてこられて、イエス様がその人を治すかどうかの、材料に使われたのだと思います。この場の雰囲気は、この手の萎えた人の願いと言うよりも2節の、人々はイエスを訴えようと思って、安息日にこの人の病気をいやされるかどうか、注目していた、と言う雰囲気のほうが強いのです。
イエス様には、その場の雰囲気はわかっていたと思います。そしてそれが罠の様に、イエス様が掛かるかどうか見守っていることも分かったはずです。ですがイエス様は、手のなえた人を知らない振りはしなかったのです。その罠に使われた、手のなえた人の気持ちも判っていたのだと思います。そしてイエス様は言いました。3節から6節です。
マコ 3:3　イエスは手の萎えた人に、「真ん中に立ちなさい」と言われた。

マコ 3:4　そして人々にこう言われた。「安息日に律法で許されているのは、善を行うことか、悪を行うことか。命を救うことか、殺すことか。」彼らは黙っていた。

マコ 3:5　そこで、イエスは怒って人々を見回し、彼らのかたくなな心を悲しみながら、その人に、「手を伸ばしなさい」と言われた。伸ばすと、手は元どおりになった。

マコ 3:6　ファリサイ派の人々は出て行き、早速、ヘロデ派の人々と一緒に、どのようにしてイエスを殺そうかと相談し始めた。

　　イエス様は、それが罠と分かりながらも癒そうとしました。そして、「安息日に律法で許されているのは、善を行うことか、悪を行うことか。命を救うことか、殺すことか。」と誰にでも分かるような問いかけをしましたが、彼らは黙っていたのです。彼らにとって大切なのは、善を行うことでも命を救うことでもなく、ただ律法に触れないことだけだったのです。そのようなかたくなな心を見てイエス様は怒り、そして悲しみ、その手の萎えた人に対しての癒しを行ったのです。手を伸ばしなさいと言われると、手は元通りになったと書かれています。
イエス様は、決して祭り上げられた聖人君主ではなく、とても感情豊かな人でした。不正にあっては怒り、不幸にあっては悲しみ、時には気持ちを大きく揺さぶられながらそれぞれの人々に接して行ったのです。ここでもイエス様は、怒りと悲しみの中にありました。
一方ファリサイ派の人々は、ヘロデ派の人々と一緒に、どのようにしてイエスを殺そうかと相談し始めたのです。この安息日の会堂での癒しが決定的な亀裂を生んだのです。ファリサイ派や律法学者たちにイエス様の思いは届きませんでした。この人たちにとっては、律法に従わないものは殺すと言うのが神様に仕える方法なのです。このようなことが、今でも、宗教は怖いものだと思わせるものがあるのではないでしょうか。宗教が本当に人を救うものなのか、それとも、人をどのようにして宗教から救うのかと言うことがまじめに議論される時代となってしまうのです。
結

イエス様は、いろいろな場面で、人の必要は律法に勝ることを理解させようとしました。一番大切なのは人の幸せであり、律法を守ることによって得られる自己満足ではないことを教えようとしました。ですが、人々はかたくなでした。その根拠は、自分たちの信じていることは社会のみんなが信じていることだ。そして、昔から先祖代々信じられてきたことだ。だから間違いはないはずだとの思い込みでした。自分で考えようとしないで、ただその規則を守ろうとするかたくなな心をイエス様は悲しみました。どうして、苦しんでいる人たちを助けようとはしないのだろうと嘆きました。イエス様は、パリサイ人たちとの決定的な対立に出会いながらも、恐れることなく新しい教えを教え続けました。それは人を愛し、神様を愛するということでした。それが何よりも大切なことで、律法はそれに仕える手段であることを最後まで、貫き通したのです。そしてその思いは、十字架の上に至るまで変わらなかったのです。

（一分間黙想）（お祈り）

天の父なる神様、あなたの恵みと導きとに感謝いたします。私たちは、こうすべきだ、ああすべきだという思いにとらわれてしまい、本当に大切なものは何かと言うことを忘れてしまいます。イエス様は、いろいろな教えやなすべきことの中で、何よりも大切なのは、神様を愛し、隣人を愛することであると教えてくださいました。とても単純なことですが、とても大切なことです。この世の思い煩いにとらわれるとき、どうかこの原点に立ち返って歩んでいくことができますように。物事を複雑にして、この単純な真理を見失うことがありませんように。

　もうすぐクリスマスがやってきますが、この信仰が与えられたことを感謝し、そのときを喜んで迎えることができますように。この祈りを主、イエスキリストの御名によってお祈りいたします。

◆断食についての問答

マコ 2:18　ヨハネの弟子たちとファリサイ派の人々は、断食していた。そこで、人々はイエスのところに来て言った。「ヨハネの弟子たちとファリサイ派の弟子たちは断食しているのに、なぜ、あなたの弟子たちは断食しないのですか。」

マコ 2:19　イエスは言われた。「花婿が一緒にいるのに、婚礼の客は断食できるだろうか。花婿が一緒にいるかぎり、断食はできない。

マコ 2:20　しかし、花婿が奪い取られる時が来る。その日には、彼らは断食することになる。

マコ 2:21　だれも、織りたての布から布切れを取って、古い服に継ぎを当てたりはしない。そんなことをすれば、新しい布切れが古い服を引き裂き、破れはいっそうひどくなる。

マコ 2:22　また、だれも、新しいぶどう酒を古い革袋に入れたりはしない。そんなことをすれば、ぶどう酒は革袋を破り、ぶどう酒も革袋もだめになる。新しいぶどう酒は、新しい革袋に入れるものだ。」

◆安息日に麦の穂を摘む

マコ 2:23　ある安息日に、イエスが麦畑を通って行かれると、弟子たちは歩きながら麦の穂を摘み始めた。

マコ 2:24　ファリサイ派の人々がイエスに、「御覧なさい。なぜ、彼らは安息日にしてはならないことをするのか」と言った。

マコ 2:25　イエスは言われた。「ダビデが、自分も供の者たちも、食べ物がなくて空腹だったときに何をしたか、一度も読んだことがないのか。

マコ 2:26　アビアタルが大祭司であったとき、ダビデは神の家に入り、祭司のほかにはだれも食べてはならない供えのパンを食べ、一緒にいた者たちにも与えたではないか。」

マコ 2:27　そして更に言われた。「安息日は、人のために定められた。人が安息日のためにあるのではない。

マコ 2:28　だから、人の子は安息日の主でもある。」

◆手の萎えた人をいやす

マコ 3:1　イエスはまた会堂にお入りになった。そこに片手の萎えた人がいた。

マコ 3:2　人々はイエスを訴えようと思って、安息日にこの人の病気をいやされるかどうか、注目していた。

マコ 3:3　イエスは手の萎えた人に、「真ん中に立ちなさい」と言われた。

マコ 3:4　そして人々にこう言われた。「安息日に律法で許されているのは、善を行うことか、悪を行うことか。命を救うことか、殺すことか。」彼らは黙っていた。

マコ 3:5　そこで、イエスは怒って人々を見回し、彼らのかたくなな心を悲しみながら、その人に、「手を伸ばしなさい」と言われた。伸ばすと、手は元どおりになった。

マコ 3:6　ファリサイ派の人々は出て行き、早速、ヘロデ派の人々と一緒に、どのようにしてイエスを殺そうかと相談し始めた。
PAGE  
5

